
 

 

 

 

 

 

 

各学年、充実した校外活動を行うことができました！ 

どの学年も実行委員会の生徒が中心となり、自分たちで決めた「スローガン」のもと、日頃、体験で

きない校外での活動を無事に成功させることができました。それぞれが達成感を味わい、成長の跡を実感

していました。また、団結する経験を通して、さらに学年が一つにまとまったようです。 

修学旅行 「千載一遇～故きを温ねて新しきを知る～」 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

福岡市ウォークラリー  「花尾中 自立の一歩 Let’s Ｇｏ！」 

 

 

 

 

 

 

ふれあい合宿  「合宿で深まる仲間の絆  

～すばやく動いて時間いっぱい活動しよう～」 
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学校教育目標 『基本的生活習慣の確立のもと共生の精神と探求心に満ちた心身共に健康な生徒の育成』 
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文責：村上 勝 

○私はもともとお寺や神社などに興味はなかったのですが、美しい外

観や奥深い歴史を学んでいくうちに、素晴らしさにひかれていきま

した。これから、もっとさまざまな寺や神社に行こうと思いました。 

○私は修学旅行時に行く寺やそこでの仏像をとても楽しみにしてい

ました。実際、どれもすごくて感動しました。でも特に、東大寺の

大仏が本当に圧巻でした。寺全体の魅力が大きくて、ここまで作る

ために多くの富や人力がつぎ込まれたのかと思うと、得も言われぬ

気持ちになりました。        （生徒作文より一部抜粋） 

○「福岡市ウォークラリー」を通して、班のみんなで協力することの

大切さを改めて知ることができました。（中略）このウォークラリ

ーで、スローガンのように「自立の一歩」を踏み出せたんじゃない

かなと思いました。修学旅行では、もっと良い班行動ができるよう

に頑張りたいです。         （生徒作文より一部抜粋） 

○僕は、規律・協同・友愛・奉仕の他に４つの「感謝」をふれあい合

宿を通して学びました。１つめは自然、２つめは先生、３つめはも

じ少年自然の家の所員の方々、そして４つめは友達です。これから

も感謝という二文字を心の中に留めておきたいと思いました。 

○海賊の大冒険。山を登るのはきつかったけれど、それ以上に班員が

同じ目標に向かってがんばっているとき、出発前の不安が楽しさへ

と変わりました。普段では見る事の出来ない山の緑や虫の声、風の

音や青い海、自然に囲まれて気持ちの良い冒険となりました。ゴー

ルした時のみんなの笑顔が山登りの辛さも忘れさせてくれました。 

（生徒作文より一部抜粋） 


